東病棟カンファレンス記録

	院　長
	課　長
	主　任

	
	
	


平成　１８年　２月　２２日　（水）　　　　　　司会　橘　康仁　 記録　沢上　涼子

	東
	阿　部
	濱　道
	上　野
	北　城
	上　川
	松　橋
	菅
	田中裕
	工藤

	休
	欠
	休
	　○
	休
	○
	準
	深
	○
	休

	高　橋
	橘
	鈴　木
	松　川
	田　口
	三　浦
	田中奈
	川　井
	田村直
	杉　本

	休
	○
	準
	休
	休
	休
	欠
	○
	○
	○

	田ノ上
	田村裕
	内　城
	沢　上
	田中ヒ
	松　山
	石　川
	荒木田
	
	

	深
	準
	○
	○
	休
	○
	学校
	学校
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事。

＜全体連絡事項＞

・来週の月曜日（2/27）Aユニットの給湯器を修理する予定です。

＜患者様連絡事項＞

· 晴山　長司様～2/23の午前中心理検査あります。

· 吉田　福松様～2/23南病棟へ転棟の予定です。

· 小野寺　文明様～3/18の16:00～3/19の16:00まで外泊予定です。

＜新入院患者様＞

清川　トミ様～認知症、担当、川端Dr

　　　　　　　以前に本院へ入院歴あるが、肺炎の疑いの為岸原病院へ転院しています。岸原病

　　　　　　　院では上気道気管支炎と診断され、症状が落ち着いた為2/22東病棟Aユニットへ

　　　　　　　入院されています。岸原病院からの持参薬は2/27までありますが、それ以降は当

　　　　　　　院での処方になります。また、精神薬は止めとなっています。現段階では、夜間の睡眠を中心に身体を休める事に重点をおきつつ経過の観察を行なっていきま

　　　　　　　しょう。主治医より、今後の経過の説明を受け家族の方は、今後身体状況が悪化

　　　　　　　しても転院を望まないという方向で話し合っています。

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　・異食がある方なので、私物は預りとしています。

　　　　　　　・意思疎通はとれていますが、認知症の為理解力は乏しいです。

　　　　　　　・肺炎の疑いもあった方なので、発熱には注意しましょう。

柏崎　貞司様～2/21に嘔吐、発熱がみられ身体状態の悪化から酸素（5ｌ）、心電図モニターを開

　　　　　　　始しています。それに伴い、内服薬・経管栄養中止となり点滴療法が開始となっ

　　　　　　　ています。また、点滴を抜去する可能性もある為、身体拘束（両手首のみ）を行

　　　　　　　なっています。発熱も見られた為、インフルエンザテストを行なっていますが、

　　　　　　　結果は陽性でした。家族へ情報提供し、今後の検討していく予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　＜今後の観察のポイント＞

　　　　　　　・発熱の観察

　　　　　　　・拘束部位の循環障害の観察

　　　　　　　・酸素療法も行なっている為、チアノーゼ（口唇、爪先）、四肢冷感の観察

　　　　　　　・痰がらみによって呼吸苦になっていないかなど観察し、適宜吸引施行する。

＜要観察の患者様＞

畑中　成夫様～本日の退室について本人より「気分がすぐれないので、今日はいいです」と訴え

　　　　　　　られ拒否されています。朝食、昼食は自室で摂取されています。自分自身の状態を表現できていることは評価してください。スタッフサイドの一方的な退室とならないように気をつけてください。本日も表情に硬さはなく、大声を出す等の衝動行為もありません。褥瘡部位も新しい皮膚が形成されており、良好の方向です。

　　　　　　　

　　　　　　　

＜Ａユニットケースカンファ＞

・東海林　康之様～やや気分変動見られてきています。夜間の睡眠状態や、他患者様との交流を

　　　　　　　　　注意して観察していきましょう。

· 若松　博士様～電話等でＢユニットへ来た際に、他患者様よりもらいたばこがあるようです。

　　　　　　　　　見かけたりしたら、毅然とした態度で注意しましょう。また、たばこをあげ

　　　　　　　　　た患者様にもきちんと説明をし、理解を得ておきましょう。また、他患者様

　　　　　　　　　へお菓子をあげていることもあるようです。見つけたら、きちんと説明し、

　　　　　　　　　注意しましょう。

＜Ｃユニットケースカンファ＞

· 高橋　礼子様～気分高揚みられ、頻回に手すりをさすったり、ベッドを移動したりされてい

　　　　　　　　　ます。睡眠状態の観察を行なっていきましょう。また、失禁が多くなってき

　　　　　　　　　ますので、トイレ誘導をこまめに行いましょう。声をだしている時は所在の確認はとれますが、無言の場合は所在の確認してください。（ベッドを上下に動かしたりするので怪我などのリスクを考慮して）













